Original Article by 渡辺,進 & WATANABE,SUSUMU
第 4号 渡辺:実験的白米病鳩に於ける腸内菌叢の研究補選 -781ー
実験的白米病鳩に於ける腸内菌叢の研究補遺
千葉大学医学部衛生学教室(主任谷川教授〉

渡辺 進
 
SUSUMU WATANABE 

(昭和 32 年~9 月 20 日受付〉
第 1. 緒言
当教室に於ける腸内菌叢の研究は，既に先年よりの伝統的業績に属し，其の成果は一々枚挙
に暇無き次第であるO 殊に鳥類に於ける実験的白米病時の之が観察に関する発表も多いが，是
は主として所謂脚気菌(フクシン熊糖加寒天培地赤変菌)の研究に関するものであった。
叉，腸内菌に就ては厳密なる意味に於て其の数量的変化乃至消長を観察するという事は従
来，至難とされて来たところであるが，近来顕著な発達を見たる，選れ培地を利用し，之に所
謂，最確数 (MostProbable Number)法を以づてすれば，一定期間中の菌数の消長を観察
することが可能となった。
これにおいて，著者は鳩を用い，之に実験的白米病を惹起せしめ，其の腸内菌叢中主要なる
もの即ち，腸球菌，乳糖分解性大腸菌，康糖分解性大腸菌及び噌酸梓菌の 4群に就き，上記の
方法に依って其の菌数の変化を観察せんと試みたところ，新に二，三の知見を得だので，敢に報
告する次第である。
第 2.文献
昭和 2年松村博士は白米病鳩並びに脚気患者糞便
より特殊の蕉糖分解菌を分離し，これを脚気菌と命
名し，該菌をその病原に探した。然れどもその後の
追試成績により病原説の承認は得られなかった。そ
して同菌の増加や脚気患者血清の本菌に対する撰集
反応の上昇を認めた者も随伴現象として説明した。
併しながら，脚気患者や白米病鳩糞便中には所謂 
脚気菌の増加が認められる事は古い教室の諸業績に
も明らかであるが，近年藤倉(静男)，市川等の検索
に於ても康糖分解性大腸菌乃至脚気菌の増加を証明 
した。併し各種腸内菌を詳細に検討目した研究が乏し
く，殊に正確なる数量的の比較観察がない。
近来菌数計算法として， McCradyにより始めら
れた M.P.N法が採用され，叉培養には各菌の選
択培地が使用される。即ち， E. coliには E.C. 
Broth， Enterococcus には Azide Dextrose 
Broth， L. acidophilus vこは木間氏培地がある。
吉江は難雛の腸内主要常在菌の検索に於て，詳細に
これらの方法を吟味し，各菌の消長を示すに本法を 
以ってした。著者は吉江の方法に準拠して本研究を 
進めた。
第 3. 実験方法
I.要 旨
実験的白米病鳩を用い，その白米病の経過に従つ
て一定期間中に採取したる糞便より， ~庄の稀釈液
を得て，之を撰択培地に培養して， M.P.N法に拠
り菌数を計算した。
を平板培地に培養の上，発15同時に該稀釈液の一倍
生菌集落数より，菌数を算出して，其の経過を観察
すると共に，菌種の同定に努めた。
E 実験時期 

2期に分ち，下記の如く実施した。

第一次乾燥期(10月乃至 1月〉

第二次湿潤期 (5月乃至 7月〉
 
nr.実験鳩 

羽毛灰乃至褐色にして，体重 200--350gのものを
第一次 10羽，第二次 8羽を使用した。年令は不明
であるが可及的老命のものをきけた。
百.飼料
(1)本実験前3週間，及び対照群の飼斜は下記の
A及びBを混和し， 1日20gを基準として与え，水
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はこの外に充分に採取せしめた。 
A. とうもろこし 6
小麦 3 
麻の実 1の比に混和 
B.下記処方に依る，塩類をAの全量に対し 5%
の割に混ずる。
1.NaCl 6.5%，2. Na~HP04H20 10.0% 
3. MgS04H 20 13.5%，4. K2H'2P04 30.0% 
5. Ca lactete 37.0%，6. KI 0.5% 
7. Fe citrate 3.0% 
(2)実験鳩に対しては，次の如く白米食を与え 
た。阻給精白古米を更に 1回精白せしめ，充分水洗 
の後，乾燥せしめたものを充分に与える。約 1適の 
後には自ら啄み摂取しなくなるので強制飼養に移行
する。
即ち上記の米を粉末となし，之に前処方Bによる 
塩類を 5%の割に混じ，や L水分を加えて練り，大
豆大の団子を作り，噴を開きて舌上奥深く挿入し喉 
を撫で，無理に鴨下せしめる，1日量 20gを基準と
し，他に71<は充分に与えた。尚，強制食実胞中は自 
ら鴨下しようとはしないのでスポイドを用いて水を
注入すれば容易に白米団子を礁下した。
V.実験操作 
(1) 鳩の採便 
実験鳩は体重測定の後，乾熟滅菌せる新聞紙を敷
きたる寵に収め，静置して一般状態を観察する。そ 
の間，該新聞紙上に排便するを待ち，鳩を移して滅 
菌パラフイン薬包紙上に注意しながら糞便を採取す
る。その糞便よりは粘液等を可及的分離したる後，
滅菌白金耳を以って正確に糞便実質 0.1gを天秤に
て秤量して採取しこれを滅菌乳鉢に移す。 
(2) 糞便の処理
乳鉢に採った 0.1gの糞便は，先ず乳棒を以って，
磨砕しつ.¥，.50回線る。次で之が均等化をもとむる
為，生理食塩水の1.0ccを加えて， 200回注意深く
練磨したる後，糞便中菌の浮、併を目的として，更に
生理食塩水4.0ccを加えて 250回同様に練磨する。
(この生理食塩水は pH7に修正しである。〉
其の後， 1時間静置すれば，糞便は下方に沈澱し，
上清中に菌は均等化し浮訴していることになる。 
(3) 菌液の稀釈
予め各，生理食塩水 9.0ccを採りたる滅菌中試験
管を 7本準備し，前記の静置せる乳鉢の上清より静
かに1.0じCをゴム帽を附したメスピペットにて採取
して第 1試験管に加える。次でピペットを更新し，
この混合液を 30回以上，吸上げ排出して混合した
る後，その 1ccを採取して第2試験管に加える。該
ピペットはもとに戻し，新しきピペットを用い，順
次に，斯の如き操作を反復して第7試験管に至る。
これにより，菌浮説液は夫冷 102倍乃至 107倍に
稀釈される。 
( 4 )糞便の pH測定 
前記乳鉢に残った上清液を pH試験紙を用いて測 
定した。その方法，該稀釈液の 1滴を， BTB試験 
紙上に落し約 15秒後に判定する。 
(5) 培養
1. 液体選択培地
M.P.N算定用として上記の糞便菌浮灘液の各稀
釈 102乃至 107倍率のものを，夫々 3本宛 0.5ccず
つ分注培養した。
2. 平板培地
平板培地3枚を準備し前記稀釈試験管の第2番
(102倍〕乃至第4番 (104倍〉のものを各々 1滴宛落
L，コンラーヂ棒を以って充分に塗擦培養した。
尚，この際は爾後の菌数算定の基礎と為すベく，
夫々滴下に用いたピペット 1ccの滴数を算えて記録
して置いた。 
(6) 菌数算定 
M.P.N算用法としては，本間，多戸，両氏に依
る3管法のものを使用した。
VI.使用培地
(1) E. C培地 (E.C Broth)吉江氏の安法
によるもの

大腸菌算定用選択培地として用いた。
 
(2) SEC培地(仮称〉
震糖分解性大腸菌用として，前記 EC培地の乳糖
に代えて同量の蕉糖を用い，同様の製法により使用
した。 
(3) A. D培地 (AzideDextrose Broth 
0.2%) 
腸球菌算定選択培地として使用した。 
(4) 薦糖平板培地
震糖分解性大腸菌群鑑別用として使用した。

処法震糖 1.0g 

アノLコ{ノL飽和フグシ y液 0.25cc 

10%亜硫酸曹達 1.5 cc 

2.5%普通寒天 100 cc 

pH 7.0乃至 7.2とし 1000C45分 1回滅菌 
  
(5) 本間氏酸性培地(吉江氏~法〕
嫌気性曙酸菌鑑別用として使用した。
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処方豚肝臓抽出液 500 cc が白色より黄色に斐ずるのを見届けた後，蓋と鐘と
(豚肝臓 450g水 1000ccを1時間 30分間 を巌童に紐にて間着して，勝卵器中に収める。
煮沸) 2. 判定
カゼイシ酸加水分解物 10 g 370C培養 1週間後にシャーレを取り出し集落を
KH;lP04 6g 検した。
CH3COONH4 (酷酸ア yモシ〉 6g 第 4. 実験成績
Ha2Cj!H302 3 H 20 (酷酸曹達〉 25g 工.要旨
MgS042 H 20 (11.5 gjdl) 5 cc 1.実験を 2回に分ち，第一次実験を 10月乃至 
MnS042 H 20 (2.4gjdl) 5 cc 1月の所謂乾燥期に，第二次実験を 5月乃至7月の
FeS047H~O 5.cc 所謂梅雨期に実施して其の成績の異同を観察せんと
10% Tween 80 1 cc 試みた。 
氷酷酸 2 cc 2. 第一次に於ては 1週 1回の実験を施行，第二
Bile Salts (栄研)1% 3 cc 次に於ては鳩の白米病発症前は 1週 1回，発症後に
葡萄糖 20g 於ては 1週 2回宛の実験を実施した。 
粉末寒天 15 g 3. 鳩は購入後2週間，前記餌料にて飼育に慣れ
溜 ァk 330 cc しめて後実験に使用した。 
0.2%.8rom Cresol Green液 5 cc 4. 標準餌料にて 3週間観察する。第 4週より白
pH 5.2---5.，4とする。
四.培地の判定 
(1) EC培地 
実
370C培養で 48時間後判定した。 
基準培地を黄色に安じ且つ瓦斯発生を認めるも 験
のを陽性(+)とする。単なる黄~のみは陰性(一〉
とする。 
(2) SEC培地 
EC培地と同じ。 第 
(3) A. D培地 
72時間後判定した。 一 
基準培地を黄愛せしめ且つ寅色乃至赤樫色の沈
殿を培地底部に認めたものを陽性(十〉とする。単
次
なる黄愛のみで沈殿を認めないものは陰性(ー〕と
する。以上の判定により前記三培養のものは夫々木
間，多戸氏による M.P.N算出表に基き，菌数を算
定した。¥ 
(4) 震糖平板培地
 
15時間乃至 24時間後判定した。

第 
基準康糖を分解して，深紅色乃至深紅紫色を呈
した集落を以って熊糖分解性大腸菌.と判定する。 
第 1表 白米病発症並びに死亡に至る日数
及び体重の~化
区 7碍
分 番号
実 
験 
1馬 
1 
3 
4 
5 
6 
7 
13 
14 
平均 
対却!妓島 
8 
9 
平均 
実 
験 
28 
38 
48 
58 
68 
B均O平1!鳩
一木間氏培地( 5.)
1. 嫌気性培養

黄燐法(柳沢?相磯氏改良法〉に拠った。即ち， 次
 18 
平板培養し，素焼蓋を施したシャ{レ 4---5枚を新
78対照鳩
聞紙にて包み，嫌気鐘に収め，シャ{レ上部に置い 平均 
た皿の中で黄燐に点火した後，嫌気鐘の蓋を密閉
対照を除く 
(蓋縁に充分ワセリシ塗擦し置く〉する。鐘内の煙 総平均 
数る体重至日 発体症重時明L1駐発記日症亡数ち後 重Q 且露時休五
300gl 17日 230gl 4日 200 g 
210245 1619290 
225255 1320320 
380ノ 2803527 340 
230290 1713280 
240290 1611300 
2201222525320 
14 25028522380 
15.9 231.9321.31 19.3 270.0 
340355 
460425 
400390 
285340 1712360 
2801430013300 
3101633024365 
2752318 350370 
13 25018 280330 
1419 340 260365 
16.2 276.7 
305 
348.3 193 323.3 
330 
370370 
350 
I334.8! 18.31 296.11 16.11 254.3 
337.5 
J"'-' ・I ..v.v 1 ~"， v."'1 ..v.. J 
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米餌料に斐更する。概ね 1週後よりは白米粉強制食 た。
に移行した。 1I.鳩の症状 
5. 第一次は対照鳩 2羽実験鳩8羽 1. 白米病発症の状況
第二次は対照鳩 2羽実験鳩6羽を使用し 白米食に移った最初の 1週間鳩は頗る活壌で且つ
第 2 表 鳩糞便 19 中
鳩 て[2口-仲
大 腸 菌 2.2x 105 8.9x105 7.0x 106 3.3x 107 3.3 X 107 2.0x 109 
1 震糖分解大腸菌 3.3x 103 2.2X 104 8.9x 104 8.9x 105 
腸 球 菌 2.2x 105 1.9x 105 7.0x104 2.2x105 7.0x 105 8.9x106 
|大腸荷 4.2x105 2.0x 106 2.0X106 8.9x 105 8.9x106 2.2x108 4.2X 10
7 
3 東糖分解大腸菌 8.9χ104 2.0x 104 4.2x103 2.2x 104 2.2X 105 
腸球菌 4.2x 105 1.4x 106 8.9x 106 2.2x106 8.9x 106 4.2x 107 4.2x108 
i大腸商 8.9x 104 8.9x 105 8.9x105 4.2x105 2.2x 106 
4 康糖分解大腸菌 8.9x 103 8.9 X 105 I8.9 X 104 1.4x 105 2.2x106 
腸球菌 7.0x 104 2.2x 106 1.4x 106 4.2x106 I4.2x105 2.2X 105 4.2x 104 
大 腸 菌 3.3x 105 2.2X 105 8.9x104 1.4x 105 1.4x 105 2.2x106 3.3x105 
5 東糖分解大腸菌 1.4x 105 2.2x 104 1.4x 104 2.2x 104 8.9x 104 
腸 球 菌 1.4x 106 3.3x 106 3.3x105 3.3x105 8.9x 104 2.2x 105 8.9x105 
l犬 腸 菌 8.9x 104 8.9x 105 4.2X105 7.0x106 2以 
112… 2.2x106 6 震糖分解大腸菌 7.0x105 4.2X105 8.9X 04 I3.3X 105 も2.0x106
腸 球 菌 2.6X 105 I2.2X 106 4.2x106 8.9x106 8.9x105 I1.4x106 2.2x105 
!大腸菌 2.0x106 …l8山 4.2x105 8.9x106 4.2x107 4.2x107 7 熊糖分解大腸菌; 2.6x106 2.2X 105 4.2x 105 2.2x 106 4.2x 107 
腸球菌 8.9x106 4.2x106 I7.0x106 4.2X 106 2.7X106 4.2x 107 8.9x 106 
2.2x 106 3.3x 106 1.4x 106 1.4x 107 8.9x 106 2.6x 107 8.9x107 
13 蕉糖分解大腸菌 1.1 X 104 4.2X103 4.2x 104 1.4x 105 8.9x 105 2.2X105 1.4x 108 
腸球菌 8.9x 105 1.4x 106 2.0x106 8.9x106 2.0X 106 8.9x 106 1.4x 108 
大 腸 菌 4.2x川4.2x岬 2.2x 107 8.9x 106 4.2x 106 2.6x 107 2.2x108 
14 震糖分解大腸菌 1.4 X 105 8.9 X 104 2.2x 105 4.2x105 3.3x106 8.9x106 3.3x 108 
腸 球 菌 2.2 X 106 i 2.0 X 107 2.2x 106 4;2 X 105 I 7.0 X 105 7.2x 106 4.2x107 
大 腸 菌 1.2x 106 2.1 X 106 I4.3 X 106 8.7x 106 8.4x 106 2.9x108 5.7x 107 
平均 震糖分解大腸菌 4.7x 105 2.2x 105 6.1 X 105 1.6x 106 7.4x 107 
腸 球 菌 1.7 X 106 4.4x 106 3.3x 106 3.7x 106 2.0X 106 1.4x 107 8.7x107 
大 腸 菌 2.0x 107 4.2x 107 1.4x 105 2.2 X 105 2.2x 105 2.0x 106 8.9x 105 
8 震糖分解大腸菌 8.9x 103 4.2x103 2.6x 103 8.9x103 4.2x103 
腸 球 菌 4.2X107 2.2X106 4.2 X 105 I8.9 X 105 1.4x 105 2.0x 106 2.2X 104 
大 腸 菌 7.0x104 2.2X 105 8.9 X 104 ! 2.2 X 104 2.2x 104 8.9x105 4.2X105 
9 震糖分解犬腸菌 8.9x 103 8.9x103 3.3x 103 8.9x 103 2.2x 104 
腸 球 菌 1.4x106 8.9x 105 4.2x 104 4.2x 104 2.0x 105 2.2x106 2.0x105 
大 腸 菌 1.0x107 2.1 X 107 1.2 X 105 1.2x 105 1.2x 105 1.4x 106 6.6x 105 
平均 震糖分解大腸菌 8.9X103 6.6x 103 2.9x103 8.9x 103 1.3x 104 
腸 球 菌 2.2X107 1.5x 106 2.3x 105 4.7X105 1.7x 105 2.1x106 1.1 X 105 
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金思旺盛であるが，次で運動不活援化し自ら白米を
啄まざるに至り，粉食強制に移行する。白米病発症
に至れば，羽毛逆立ち常に1立して動かず，首を一
方に偏し歩行痘肇様となり，次でソト痘箪去来し，終
に大痘箪発作あり後弓反張を呈L，体重急激に減少
して死亡するに至った。
発症に至った日数は，
第一次平均 19.3白， 第二次平均 19.3日
生菌数の推移(第一次実験〉 
8 2;/Xl19 ~9/Xl 11~ 刊 |1113lE|12叫 13 27/XII 14 3/1 115即|摘 要
白米食 10.19
発症 11.4
死亡 11.8 
3.3x109 白米食 10.19 
8.9x107 発症 11.6 
8.9x108 死亡 11.22 
4.2X109 死発白米食亡症 
10.19 
11.7 
1.4x109， 11.20 
7.0x108 V. B 
11.19(51m0.g1〉9 
8.9x106 2.2x106 4.2x108 3.3x105 8.9X108 
死 
V
発白米 
B
食
症亡 
11.14 
2.2x105 2.2X105 1.4x108 4.2x105 4.2x108 12.19 
8.9x106 1.4x106 8.9x108 2.0x106 2.2x107 l1.19(5mg) 
2.6x108 8.9x107 4.2x109 白米食 11.9 
8.9x105 8.9x105 4.2x109 発症 11.21 
2.2x107 8.9x106 8.9x108 死'亡 12.8 
4.2x108 1.4x103 2.2x109 白米食 11.9 
4.2x106 8.9x106 1.4x108 発症 11.19 
2.2x107 1.6x107 8.9x107 死亡 12.5
開死発白米始亡食症 12.1312 
12.20 
.113 
開死発白米企始症亡 同1上24 
同1.上10 
• 1.6x109 7.7x108 2.3x109 
3.0x108 3.3x106 9.0x108 
5.5x108 8.8X106 6.2x108 
2.Ox106 8.9x107 2.6x105 4.2x106 4.2X106 8.9x105 8.9x106 8.9x106 
4.2x103 8.9X102 8.9x103 4.2x103 8.9x102 3.3x104 2.2x104 '7.0x104 対 照 
8.9x104 4.2X104 2.2x105 2.2x105 8.9x104 8.9x105 3.3x106 8.9x106 
4.2x105 2.2X105 8.9x104 8.9x104 4.2x105 2.2x105 8.9x105 4.2x105 
2.0x105 8.9x103 3.3x103 4.2x103 4.2x103 4.2x104 8.9x104 3.3x104 対 照 
3.3x105 l.4x 105 4.2x105 1.4x105 4.2x104 2.2x105 2.2x106 2.6x105 
1.2x106 4.5x107 1.7X 105 2.1x106 2.3x106 5.6x105 4.9x106 4.7xl06 
1.0x105 4.9x103 6.1x103 4.2x103 2.5x103 3.8x104 5.6x104 5.2x104 
2.1x105 9.1X104 3.2x105 1.8x105 6.5x104 5.6x105 2.8X108 4.6x106 
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発症より死亡に至った目数は，
第一次平均 15.9日， 第二次平均 16.2日
であった。其の詳細は第 1表の如くである。 
2. 体重
i.対照鳩に於ては，当初は相当急激なる体重増
加を示L，爾後は，尚徐々なる増加を示した。
ii. 試験鳩に於ては，白米食移行時に至って，体
重増は止り，漸次減少を示して発症時に至る。白米
病一度発症するや体重は急激な減少を示し，削痩し
生菌数は第2表の如くである。
1. 大腸菌
当初に於ては， 8.9 x 104~7.0x 106を示して，白米
金開始時に至るが，白米食の経過に従い漸次その数
を増して， 8.9 x 105--4.2 x 107となり，白米病発症後
は次第に，増加して(腸球菌に比L急激な上昇を見 
せ)，激症死亡直前に於ては 8.9x 108--4.2 x 109に達
している。
対照群に於ては，終始大なる菱動なく 7.0x104~
来って，当初の体重の概ね 20%を失うと死亡する。8.9X 106を示している。
両次の実験を通じての平均は，
開始時 337 g 
発症時 296 g 
死亡時 254g 
体重減少率 24% 
を示してし、る。其の詳細は，第 1表の如〈である。
1II.糞便の性状
l.外見
標準餌料飼育中の糞便は，福色乃至帯責褐色で，
適度に硬く，通常渦巻状を呈し，これに少許の粘液 
を附する~ものがある。対照鳩に於ては終始この性状
を愛えなかった。
試験鳩に於ては，白米食飼育 5日乃至 1週間に至
れば，外見上著明な菱化を来して来る。 
即ち，福色便は，先ず緑色味を帯びて来，次でそ
の硬さは次第に軟化し来り糞自体粘化して，粘調な
る泥膏状を呈する。色調は，美麗なる鮮緑色乃至深
緑色で，時として黄緑色叉は黄樫色を示すものがー
二あった。更
この菱化は，第一次実験及び第二次実験に就い
て，特異の差異を認め得なかった。 
2. 糞便の pH値 
終始弱酸性を呈し，通常 pH6.0乃至 6.8の聞を
示し，糞便の性状，外見上の著しい菱化にもか Lわ
らず pH値に於ては，両次の実験を通じ格別の差 
2. 蕉糖分解性大腸菌
当初，大腸菌及び腸球菌に比して其の数は少く， 
1.4x 105以下であるが，白米病発症時に至れば其の
数は増加して 4.2x 104~4.2x 106に至る。白米病の
進行に伴って爾後急激に増加し，死亡前に至つては
一層急な増加率上昇を示して 1.4x108--2.2x 109に
達L，大腸菌と概ね同数を示すのが特異である。
対照群に於ては，終始その数に大なる斐動なく 
2.6x 103~2.0x 105を示し，三者中最も少数である。 
3. 腸球菌
実験開始時に於ては平均 7.0x 104--2.2X 106を示
して，殆んど~動を見ずに 3 週後の白米金開拡時に
至る。白米食後は一端，徐々なる下降を示して 2.0
x106前後より 7.0x105前後に減少するが，発症後，
白米病の進行に連れて，再び其の数上昇し，死亡時
には，8.9x107~8.9x108 と増加を示している。
対照群に於ては，殆んど大なる~動を見ずして終
始し， 8.1x104~3.1x106 を示している。
B. 第二次実験
l. 第二次実験は， 5月乃至7月の聞に於て，実
験鳩6羽，対照鳩2羽を以って実施した。 
2. 腸球菌，大腸菌，蕉糖分解大腸菌の生菌数及
び，発現の傾向は第一次実験のものと，特記すべき
差違を認め難かった。
v.蕉糖平板培地培養による観察
異異動を認め得なかった。1.前記の如き糞便稀釈液より平板培養を試み， 
IV. M.P.N による生菌数の推移に関する観察 其の集落の性状並びに数を観察せんとしたが，集落 
A. 第一次実験 は全く融合発生する事多く，時として算定し得ぬ場
前記の知く 10月乃至 1月の間に於て，第一次突 合がある為，全体としては，平板上に発育する集落
験を施行した。	 を，
実験鳩 8羽 対照鳩 2羽に対する。(1)大腸菌(震糖非分解菌〕 
1. AD培地(腸球菌) 
2. EC培地(大腸菌〉
3. SEC培地(蕉糖分解性大腸菌〉
培養の M.P.N法により算定したる糞便19中の 
(2)薦糖分解性大腸菌(培地紅愛菌〉 
とに分ち，其の発生数を百分率を以って観察するこ 
ととした。
2. 其の発生率は第 3，第4表の如くである。
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第3表 平板培養に於ける大腸菌に対する蕉糖分解大腸菌の比(第一次〉 
育事I1 I2 I31
川山
 F;
l 白米食 10.19
一 開 対対
コ 引 っ
要
|白米食山
開始 12.13，白米食 12.20 
H 
支開~_l: ~L~-I__~]三l~17 I1 9 1 0[旦/12113 / 1j8 ， 
;;|:l;|:l;|;ll;||:||;||:lzz 

3. 試験鳩群ニに於ては，当初は蕪糖分解菌の集落 4. 対照鳩群に於ては，全経過期間に時として薦
は全く見ざること多く，白米病発症時より，漸時そ 糖分解菌集落の数個を断続的に見たに止まり持続的
の発生を見るに至り，激症時に至つては，康糖分解 且つ集団的の発生は終に認め得なかった。
菌，非分解菌の発生率互に相半ばするのが通例であ 5. 以上の関係は第一次実験及び第二次実験との
る。 聞に特記すべき差異を認められなかった。
第 5表 康糖非分解菌
菌[番 集 
種
番
号 号 落
!7 運 イ M V 尿 サ グ、 フ Fマ i:/ 'マ ア グ イ フ ズ ア フ キ フ
二L
ツノ1-- ク フ キ り ド フ シ フミノ ン l- ム ノj"
三/ :J ク
ト
ス
ヌ
イ !7コ酸
塩
分
解
ド コ ト 一 ノ チ 一 ロロ ト ト リ ノ ト
ツ 1
!) I ゲ
ツ ツ
動 ;1- R P 素 ゼ‘ ゼ ゼ ト ゼ ン ミ/ ゼ ト ト ゼ ゼ ゼ戸 
1 13 扇平縁滑 
2 14 // 
3 5 屑平縁白輪滑
4 15' H 
5 17 // 
6 8 属平縁精不正
7 3 // 
8 2 // 
9 7 や L隆起す 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 一 ++十 十 十 十 十 +一 十 
十 +十 ++ + +十 + 
十 一 ++ + +十 十 + +十 
+十 十 + + 
十 +十 十 十 +十 + + 十 十 
十 十 十 十 十 十 + + + + 
十 + + + +一 +十 十 十 
++十 一 一 一 +十 十 十 一 一 十 一 一 +十 
+++ 一 ++++十 一 一 十 一 +一 + 
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第 6表煎糖分解菌
ブデグ フブ ア キガマ イV フマ ス番 ク運 尿集菌
二乙 フ フキりツノ1ノ フル シ}1-ム ドグンン ヌ三/株 jJ スコ !/
一 イノ
グ ト ノ ロ
ロ
コ チド トニ トト
1I1 
l トリ番 ツl ッ ツ1I1 リグ
落 
l殿分塩解i動 セ、 セ、て/ ゼゼ トゼゼ ドP 素号 l号 ンiY
+1 十正鮮円濃形，紅隆色起}1 十十 十 +1+一一十 一+1+一+1十l一|ート
2 十/1 一16 十十 十 十十一十 十十一 -十 一+ 
十3 19 -1+十 十 +1-一十 +十一十+十
4 ー十20 十十十 + + 
5 21 一十十十 十 十十一 十十 十十一 一十 + 
9 一十6 十十 十十 十 十一十十一一十十十 lー
十7 一十10 十十 十 一十十一一 一十 +十一+ 
8 十6 +!+ 十 十一+1+;-一十 十 l+一 + 十|+ 
9 11 十 十一 -1+一十 十 +1-十++ 
11 1-10 12 -十十十十 +1-一一一L +1+1- ++ 
11 4 十十 十濃紅棺屑平 十 -:+ 十 十 十十 +++ 
12 十十十18濃紅中央紫味あり|ー十十十
+ 
一l一十十 j十十十一 + 
第 7表 木間培地に於ける嫌気性菌の推移
鳩 I~竺??!1 2 3 4 5 6 7 8 9 
曙酸樗菌 1.1x106 (+〉 |1KW 1.0x10
7 
ω|2川 3.3x…x10 7 28 
球 菌 (一〕 (ー ) I(一〉 (一〉 (一) i 2.1x10512.3x10516.5x105 
啓酸拝蘭 |1M (十十〉 3.4x 108 (十〉 |lh10 (十十〉 1.3x109 38 
球菌(一〉 (一〉 (ーコ (ー ) [6.7x106 2.0x106 7.5x107 1.5:><108 
48 
曙酸樗菌 1.5x107 (十〉 5.8x105 (+) 6.5x107 1.5x叫(的
球 菌 (-) (ー〉 (ー〉 (ー〉 8.8x10515.3x106 (十〉 4.1x10611.1x106 
曙酸樗菌 
6-ω 
3.6x州 4.2x107 4.0x108 
58 
球 菌 (一) I(一〉 (-) (ー〉 8.4X 105i6.7X 106 2.4x 10513.7x 106 6.5x106 
害酸樗菌 4.0x105 制〕 [38×
105 (+) 
ω[ω|ωlω 
6.0x107 
68 
球 菌 (-) (-) I(一〕 (ー〉 (一) (一) I(一) I(一〉 9.6x105 
瞳酸樗菌 7.3x106 ω|的 (十〉 (十十〉 (+) (tト〉 4.8x105 1.1X 108 08 
球 菌 (-) (一) I(一〉 (ー〉 (一〕 (ー〕 1.3x105 1.3x105 1.1x106 
普酸樗菌 2.6x107 9.0x107 3.3x107 4.5x108j9.SX10711.9x 10 
平均
球 菌 2.8x106 3.4x 106 1.9x 10713.2x 10712.4x 106 
普酸惇菌 1.0x106 (+十〉 4.2x106 4.8x105 (+) 1.1x105 
18 
球 菌 (-) (一〉 (-) (一〉 (-) (一〉 (ー〉
晴酸樗菌 2.2x108 1.4x108 (+) 3.0x108 2.9x107 1.5x108 
78 
球 菌 (-) (ー〉 (-) (-) (ー〉 (一〉 (一〉
曙酸樗菌 1.1X 108 1.5x108 1.5x107 7.5x109 
平均
球 菌
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6. 本実験に於て採取したる，典型的集落より得
たる菌の性状は，廉糖非分解菌(第 5表〉震糖分解
菌(第 6表〉の如くである。 
Vl.本間氏培地嫌気性培葺発生菌の観察 
A.	 要旨
1. 木実験に於て，常に観察し得た菌集落は，
(1)半透明円形非薄なつ集落を示す日書酸揮菌(時
としてこの集落は大小種々なる大きさを示したこと
がある。〉 
(2)極めて微小，半透明，半球状を示す腸球菌
の2種であった。 
2. 以上の外に時に発生せるものに，美麗なる緑
色，円形，半球状集落を示す，球菌の 1群があった。 
3. 以上の菌の糞便 19中の集落数は第 7表の如
くであり，両次実験問に於て特記するに足る差異は
認めることが出来なかった。	 、 
巳 曙酸揮菌
1. r啓酸樗菌は，標準飼育時1.7X 107~2.0 X 107 
附近の数値を示しているが，白米食飼育に至り梢
(第二次実験〉 
10 11 12 13 
(十十〉 8.8x1伊I~.:~:伊
1.1x105 i3.3xl06(土〉 
3.8x 108 3.8x 108 1.0x 107 
1.1x 105 1.1 X 107 1.9X 106 
1.9X 108 8.6x 10B 
5.6X 106 2.6x 106 
1 3 似 ~071 7.4x105 対照(-)(ー〉
(ー ) l'会~ rF{4(ー〉 
7.5X 107 5.5x 107 
々，其の数を減ずる傾向がある。次で，白米病発症
に従って，尚その数を減じ，その俸の傾向を保ち，
3.5x105以下の数値を示して死亡に至るものと，死
亡直前に於て一時的に数値の急増を示し 1.8x107.-. 
2.3x108に達するものとがある。
後者の例は，第二次実験時のものに，相々多き感
があった。 
2. その集落は，時として大小不同のことがあっ
たが，菌の形態には安化を認め得なかった。 
3. 対照群に於ては，特異の~化乃至数値の大な
る~動は無かった。 
4. 曙酸揮菌中，時として培地上の集落が，著し
く緑色味を帯び，特にその中央部に於いて円形(時 
として不正形を示すものあるも稀であった。〉 の禄
色部を示すものがあった。
C. 	 嫌気性球菌
1.標準食飼育中は発生を見ず，白米飼育に移り 
て，白米病発症時より，出現して来る，美麗なる緑
色円形，半球状乃至鰻頭状の集落を示す球菌群であ
る。 
2. 発現時期は，最も早きものは白米食後 7日，
最も遅きもの 35日で，平均 14日。爾後連続，或は
時として断続的のこともあるが，白米病の進行につ
れて，漸増の傾向を示しつ;，..，死亡直前に更に増加
して，その集落数1.5x10Bに達するものもある。 
3. 	 其の集落は 3種に分類出来る。
イ.円形，半球状，表面滑湿の美麗なる濃緑色を
呈し，大きさ微小なるものより径1.0乃至1.8mm
のもの。
ロ.円形，半球状，表面滑湿で，乳緑乃至線灰色
を呈し，その径 0.5mmより 2mmに及ぶもの。
ノ¥円形，鰻頭状，表面滑湿で，誠に美麗なる青
緑色濃淡二色の渦巻き状を呈し，径は 2mmより時
として，大きく 4mm内外に及ぶもの。 
4. 何れも， グラム染色陽性の球菌で，双球菌に
似た配列を呈するものである。性状の詳細は第 8表
の如くである。 
5. この球菌は，其の性状は DiploccusPlaga-
rum-belliに比較的類似しているものと 思われる。J
6. 対照群に就いては，終にこの嫌気性球菌群の
集落発生を見なかったことは注目すべき点である。
VlI.白米病鳩に対する VitaminBl使用
1. 第 1回実験中，激症白米病にて，全身の大痘
撃及び後弓反張を惹せるもの 2羽に対しヴィタミン 
Bl (V. B1) を使用した。
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第 8表 
2. V. B1は 1回に 5mgを注射したが，第 1，2 も全く認められず死の転帰をとるに至った。 
表摘要に示す如く，一時，痘重警は消失し元気を快復 5. 第 13表は両次の実験を通じ体重曲線を算術
したように見えるが，金思は為に良好たらしめ得 平均により考察の為表示せるものである。 
ず，結局生命は， 1日乃至数日を延ばし得たに過ぎ 11.腸内菌叢の消長
なかった。 両次の実験による，腸内生菌数の消長を，対数平 
3. 糞{更中の生菌数及び平板培養による集落
数も，本注射の為の特異の変‘動は，観察し得な
第 9 表
かった。 108ー ー・ 
第 5.考察 
1.白米病 
1. 木実験:にて白米飼育に於ては，例外なく
白米病を発症せしめることが出来た。発症に至 104.]・・ー 
る期間は平均 18目。発症より死亡に至る期間
IIIλ 
pe 
-.・
.-.、 i ~ノ， I 一ー
第 10 表 
108lーーーー一一一日 
は平均 16日であり，両次の実験を通じ，季節的
に大なる菱化は認められなかった。
106~ lf:糖分解2. 白米病発症中特に著しい特徴は，直ちに
起る糞便性状の菱化と，体重の著しい減少と， 大腸菌 
運動不全，強直，痘筆乃至後弓反張である。 
104J • 一ーー ーー 
3. 即ち，白米飼育数日にして，糞便は鮮な
米
白
緑色に愛じ，次で粘凋化して来る。体重は，便 会
性の斐化と共に急激に減少し来り，これは強制 第 11 表
108，-
白米粉摂取の量を無理に増加して見ても快復す
ることは不能である。
体重の約 20%を被ずれば，死の転帰をとる
ものと観察される(第 13表〕。 
4. 痘箪発作は一時的に V.81の注射を以っ
104-'.-ー ・-一・一刷・ー
て止め得たが，体重の快復は V.81注射に依る 一一一→
104 
、
、、、.、  
-・.  
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Q U  
第 12 表 病の進行は，大いに腸球菌を増加せしめ，且
門 
330~. 
丞休 
至るものと観察される。
対照群の成績比，上記三菌損頑併存の状を
亡 司
ー250+
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第 13 表
噌 
つ健康の低下は，また大腸菌の増殖をもたら
すとの関係にあるように観察される。
震糖分解性犬腸菌は，白米病の発症と共に
急激に増加する。特に白米病の進行と共に，
その増加の速度は著しく急となり，数量的に
も大腸菌の犬れと近似て来るのが，特異で，
死亡直前に於ては大腸菌と同数に達する。こ
れは平板培養の集落観察とによる結果とも等
しく，本実験の最も注目すべき成績と思われ
る。
かくて，白米病の激症時乃至末期に至れ
ば，同大腸菌の数的合計は，遺かに腸球菌を
凌駕し，其の時期に於て，〆死の転帰を取るに
均により，白米病発症より死亡に至~'O)間を通じ，
総括せるものを第9表乃至第 12表に示した。之を
総括すれば両次の実験を通じての，傾向は全く同様ョ
で、あって，次の如き所見を得た。
1. 健康時に於ては，腸球菌と大腸菌とは凡そー
定の数的部頑を保って併存して居るものと認められ
る。然して，その数は，両者略々同数である。
2. 熊糖分解性大腸菌は，健康時に於ては，存在
するも極く少数であって，時には認められぬことも 
ある。(平板培養に於ては初期認められぬのが通例
であった。〉
3. 白米偏食を強制せらる与や，腸球菌は，健ー康
の阻害せらる与に従って，共の数を減少するが，白
米病の進行と共に反動的に，再び其の数を増加して
来る。然し白米病の進行と共に，相対的に凡ての菌
が増加するのであるから， ，腸球菌それ自体のみの増
加とは認め難く，腸球菌が健康的に良好機転をもた
らし，之が減少が健康に悪影響を与えるとの説は，
本実験の結果からも肯定されるものと思われる。
4. 大腸菌は，平生腸球菌と併存していて，昌米
症時に於ては，病症の進行に従って漸次に減
少の傾向を示してはし、るが数量的の安動は，他の腸
球菌大腸菌に比して著明ではない。
死亡直前に於て，増加の傾向を示した例もある 
が，これほ死亡前に至れば，凡ての腸内菌が急激な 
増加を示しているのに稽え，相対的には減少してい
ると見らるべきであると思惟される。即ち， r嘗酸揮
菌の減少は，病症の進行と比例すると観察されるの 
である。
2. 白米病の進行即ち曙;酸樗菌の相対的減少に伴
い，白米病発症後，初めて緑色集落を示す球菌の発
‘現を見る。この球菌群は，白米飼育後平均 14日に 
して出現し，爾後症状の進行に併行して其の数を増
して行き，死亡直前に於いて急激に増加するのが観
察された。
この球菌群は曙暖樗菌と拾抗的に存在し曙酸樗菌
の減少弱化に伴って発現し来るものと推定される。
それは，対照群に於て，終に発現を見なかった事実
が，何らかの説明を与えているように考えられるの
である。 
第 6. 総括
鳩に実験的白米病.を惹起せしめ，白米病の経過に伴う腸内菌叢の推移を数量的に観察せんと
試みた。
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大腸菌，薦糖分解大腸菌，腸球菌に就ては夫々撰択培地を用い，本間，多戸並びに吉江氏変
法による M.P.N法を以って鳩糞便 19中の生菌数を計算し，叉，暗酸梓菌に就ては本間氏培
地平板嫌気性培養を以って算定した結果を綜合し，次の如き所見を得る事が出来た。 
1. 大腸菌は実験開始時 106であるが，白米病の進行と共に急激に増加を示し，特に死亡直
前には顕著な増加を見る。即ち約 1週間内に 10の2乗を増し， 109を超ゆるに至る。 
2. 蕉糖分解大腸菌は，平時は存在せざるか，若くは極めて小量の存在を示し， 104である
が，白米食移行により徐々に増加して白米病発症に至り，発症以後その進行に伴って急激に増
加し，108を超すに至る。即ち大腸菌と比較するに，死亡直前に於ては，両者増加傾向も等し
く，殆んど同数を示すに至る。 
3. 腸球菌は実験開始時は， 106であり，白米食の初期に於ては梢々減少の傾向を示すが白
米病の進行に従い漸増し，死亡直前に於ては 108に達するO 
4. 即ち，両種大腸菌の和は，腸球菌の概ね 3倍に達するのが観察された。 
5. 晴酸梓菌は，実験開始時 107前後であり，白米食移行後も大なる変動なし終始 107を
中心とする散布を示したが，死亡直前に於ては，梢々増加の傾向があるO 然し，一二死亡前却
って減少を示し 10日代になったものがあった。 
6. 同嫌気性培養に於て，白米病発症に至るや，円形にして半球乃至レンズ、状，美麗なる鮮
緑色乃至乳青色を呈する集落を示す球菌(グラム陽性菌)が発現し来るのか認められた。
この球菌は標準食餌飼育中には発現せず白米食移行後平均2週内外で発現し来り，爾後白米
病の進行に連れて増加し死亡直前に至つては 107を示した。 
7. 以上の如き腸内菌叢の推移はi町次の実験， t~[Jち秋冬季及び梅雨季との聞に於て特に認む
べき差異を示さなかった。
稿を終るに当り，終始御懇篤なる御指導を茶うし且つ御校聞を戴いた谷川教疫に衷心よりの感
謝を捧げ，併せて有益なる御助言を賜わった松村名誉教授，田波助教授並びに教室員各位及び本
実験に協力された成田赤十字病院吉岡稔技師に深甚なる謝意を表する。 
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